






対策②　 
介護サービス・環境調整

• 高齢者のふらつきは老年症候群の一部とも考え
られる。 

• ふらつき、歩行障害には薬剤の検討だけでなく
身体評価をはじめ環境因子への介入も必要。 

本症例では週２回のデイサービスでのリハビリを導入。 
また転倒予防のために廊下に手すりを設置した。



その後・・・ 
メマリー（メマンチン）を10mgに減量後、 
リハビリを増やしふらつきは改善したようであった。

しかし１年ほどで認知症が進行し意欲低下、歩行障
害、さらに内服も困難に・・・




